
魂
晋
風
潮
語
論

は
じ
め
に

『
世
説
新
語
』
お
よ
び
そ
の
劉
孝
標
注
に
引
く
講
書
に
は
'
特
徴

的
に
見
ら
れ
る
語
が
あ
る
。

本
稿
で
は
'
魂
よ
り
西
晋
を
経
て
'
東
書
に
定
着
す
る
「
清
言
」
「
名

理
」
「
玄
遠
」
の
語
へ
　
そ
れ
に
「
道
」
「
簡
」
「
高
」
「
遠
」
「
談
」
の
語
を
あ

わ
せ
て
と
り
あ
げ
へ
　
こ
れ
ら
の
語
が
東
晋
風
潮
の
重
要
語
と
な
る
過

程
を
説
明
す
る
と
と
も
に
へ
　
こ
れ
ら
一
連
の
語
が
『
易
』
や
『
老

子
』
『
荘
子
』
へ
あ
る
い
は
仏
と
関
わ
り
'
こ
れ
に
通
じ
て
い
る
者
を

「
風
流
者
」
「
名
士
」
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

引
用
書
は
楊
勇
『
世
説
新
語
校
等
』
(
正
文
書
局
)
を
用
い
る
O
資

料
の
提
示
は
時
代
順
と
し
、
A
は
貌
t
 
B
は
西
晋
、
C
は
東
晋
へ
　
ま

た
時
代
の
中
は
話
題
主
の
五
十
音
順
と
す
る
。
な
お
括
弧
内
の
算
用

数
字
は
'
使
用
す
る
引
用
書
に
付
さ
れ
た
も
の
に
よ
る
。

一
　
「
清
言
」

長
谷
川
　
滋
　
成

A
　
(
何
)
曇
は
活
言
を
能
く
L
へ
而
し
て
当
時
の
権
勢
な
り
.
天
下

の
談
士
へ
多
く
之
を
宗
尚
す
。
(
文
学
6
注
引
『
文
章
叙
録
』
)

妾
は
少
-
し
て
異
才
有
り
'
善
-
易
老
を
談
ず
。
(
同
上
注
引
『
貌

氏
春
秋
』
)

B
　
(
王
済
は
)
任
間
才
有
り
、
活
言
を
能
く
す
。
(
言
語
2
 
4
注
引
『
普
諸

公
賛
』
)

B
楽
令
(
楽
広
)
は
活
言
に
善
き
も
、
手
筆
に
長
ぜ
ず
。
(
文
学
1
 
0
)

C
(
般
)
浩
は
老
易
を
善
く
L
へ
活
言
を
能
く
す
。
(
文
学
2
 
7
注
引
『
浩

別
伝
』
)

C
謝
鎮
西
(
謝
尚
)
少
き
時
、
般
浩
の
清
言
を
能
く
す
る
を
聞
く
。

故
に
往
き
て
之
に
造
る
。
(
文
学
2
8
)

C
兄
の
子
の
(
般
)
浩
も
亦
た
清
吉
を
能
く
L
へ
毎
に
浩
と
談
ず
。
(
文

学
7
4
注
引
『
中
興
書
』
)

C
　
(
悲
)
過
と
　
(
般
)
浩
と
並
び
に
活
言
を
能
く
す
。
(
品
藻
3
 
3
注
)

C
昨
夜
、
股
(
浩
)
・
王
(
導
)
の
矧
首
を
聴
く
に
'
甚
だ
佳
な
り
。

(
文
学
2
 
2
)

^
^
S
P
B
H
^
K
S
f
l

C
殿
中
軍
浩
嘗
て
劉
声
(
劉
快
)
　
の
所
に
至
り
清
言
す
。
良
久
し
く



V
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ォ

-

し
て
'
股
の
理
小
し
く
屈
す
る
も
'
遊
辞
す
る
こ
と
巳
ま
ず
。
(
文

学
3
 
3
)

C
(
段
)
仲
堪
　
恩
理
有
り
て
'
清
吉
を
能
く
す
。
(
文
学
6
 
3
注
引
『
普

安
帝
紀
』
)

C
(
王
)
濠
　
性
は
和
暢
'
活
言
を
能
-
す
。
道
を
談
じ
て
理
中
を

貴
び
'
簡
に
し
て
会
す
る
有
り
。
古
賢
の
践
黙
の
際
を
両
署
す
る

に
、
辞
旨
は
勅
令
に
し
て
'
往
往
　
高
致
有
り
.
(
賞
誉
柑
注
引
『
王

濠
別
伝
』
)

C
長
史
(
王
濠
)
諸
賢
来
た
り
て
矧
討
列
O
(
文
学
5
 
3
)

C
謝
太
停
(
謝
安
)
未
だ
冠
せ
ざ
る
に
'
始
め
て
西
に
出
で
'
王
長

史
(
王
濠
)
　
に
語
り
て
、
清
言
す
る
こ
と
良
久
し
。
(
賞
誉
7
6
)

ォ

3

J

J

C
劉
声
(
劉
快
)
は
王
長
史
(
王
濠
)
の
許
に
至
り
て
矧
討
引
.
(
品

藻
4
8
)

C
許
諭
は
清
吉
を
能
-
す
。
(
言
語
7
 
3
注
引
『
普
中
興
書
』
)

C
司
空
の
顧
和
は
時
賢
と
共
に
活
言
す
.
(
夙
慧
4
)

C
(
謝
)
玄
は
活
言
を
能
-
L
へ
名
理
を
善
-
す
。
(
文
学
4
 
1
注
引
『
玄

別
伝
』
)

C
(
祖
)
調
の
諸
母
三
見
は
'
最
も
行
操
を
治
め
へ
清
言
を
能
く
す
。

(
徳
行
2
6
注
引
王
隠
『
普
書
』
)

C
(
斐
超
は
)
少
-
し
て
適
才
有
り
O
従
兄
の
　
(
蛋
)
紙
は
之
を
器

質
し
'
与
に
矧
劃
引
毎
に
へ
日
を
柊
へ
曙
に
達
す
。
(
雅
量
1
1
注

引
『
晋
諸
公
費
』
)

.

1

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

w

*

C
真
長
(
劉
佼
)
は
之
を
上
坐
に
延
き
'
清
言
し
て
日
を
禰
ふ
O
(
文

学
5
3
)

C
　
(
桓
温
は
劉
燐
に
)
直
だ
云
ふ
'
長
衣
を
垂
れ
へ
活
言
を
談
ず
る

副
へ
責
に
是
れ
誰
の
功
ぞ
と
o
(
排
調
2
4
注
引
『
語
林
』
)

「
清
言
」
の
用
例
が
東
晋
に
圧
倒
的
に
多
い
の
は
'
一
目
瞭
然
で

あ
り
'
「
清
言
」
を
い
う
と
き
は
'
「
能
く
す
」
「
善
し
」
「
談
ず
」
の
語
を

用
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
「
活
言
す
」
は
上
の
三
つ
で
い
え
ば
、

「
談
ず
」
に
通
じ
る
で
あ
ろ
う
。

「
清
言
」
と
は
'
同
じ
文
中
の
「
善
く
易
老
を
談
ず
」
「
老
易
を
善

く
す
」
よ
り
す
る
と
へ
『
易
』
や
『
老
子
』
を
巧
妙
に
'
談
論
す
る
こ

と
で
あ
る
。
ま
た
へ
「
恩
理
有
り
」
「
名
理
を
善
く
す
」
よ
り
す
る
と
へ
「
清

言
」
に
は
「
理
」
が
あ
る
。
そ
の
「
理
」
は
『
易
』
や
『
老
子
』
の

「
理
」
で
あ
る
。
要
す
る
に
へ
「
清
吉
」
は
『
易
』
や
『
老
子
』
を
い

い
へ
　
そ
れ
は
「
活
き
一
言
」
と
し
て
認
識
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

「
活
」
の
字
は
人
柄
や
性
格
に
多
く
用
い
ら
れ
る
。
そ
の
い
く
つ

か
を
列
挙
す
る
。
活
妙
・
活
識
・
活
通
・
活
高
・
活
慎
・
活
粋
・
清

雅
・
清
和
・
清
惜
・
清
才
・
清
新
・
活
誉
・
活
淡
・
活
遠
・
清
標
・

活
暢
・
活
悟
・
活
貞
・
清
心
・
活
尚
・
活
徹
・
活
貴
・
清
正
・
活
平

な
ど
が
あ
り
、
ま
た
へ
次
の
よ
う
に
も
用
い
る
。

A
(
山
活
は
阪
成
を
)
目
し
て
日
は
く
'
矧
矧
寡
欲
に
し
て
'
万
物

も
移
す
能
は
ざ
る
な
り
と
。
(
質
誉
1
2
)

B
　
(
衛
)
蹄
は
虚
令
の
秀
へ
清
勝
の
気
有
り
.
(
識
碧
8
注
引
『
珊
別

伝』)

B
(
鄭
沖
は
)
核
練
の
才
有
り
O
矧
矧
寡
欲
に
し
て
'
喜
ん
で
経
史

を
論
ず
。
(
政
事
6
注
引
王
隠
『
普
書
』
)

C
(
檀
)
胤
は
少
く
し
て
矧
矧
有
り
。
惜
過
を
以
っ
て
称
せ
ら
る
。
(
文



学
畑
注
引
『
中
興
書
』
)

C
(
花
)
宣
は
少
く
し
て
隠
遊
を
尚
び
'
予
章
に
家
L
へ
矧
矧
を
以
っ

て
自
ら
立
つ
。
(
棲
逸
1
 
4
注
引
『
続
普
陽
秋
』
)

「
寡
欲
」
「
虚
令
」
「
悟
退
」
「
隠
遊
」
の
語
と
あ
わ
せ
用
い
ら
れ
る
こ

と
よ
り
し
て
、
こ
れ
ら
「
活
」
の
字
は
老
荘
風
の
人
柄
や
性
格
を
表

わ
す
よ
う
で
あ
る
。

さ
て
'
前
出
の
資
料
の
う
ち
『
王
濠
別
伝
』
に
は
「
清
言
」
に
関

わ
る
語
が
集
中
的
に
現
わ
れ
る
。
「
道
を
談
ず
」
「
理
中
を
丸
山
ぶ
」
「
簡
に

し
て
会
す
る
有
り
」
「
高
致
有
り
」
　
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
こ
の
う
ち

「
道
」
「
簡
」
「
高
」
の
字
を
と
り
あ
げ
て
、
検
討
す
る
。

ま
ず
「
道
」
を
と
り
あ
げ
る
。

A
　
(
王
)
弼
は
道
を
論
じ
へ
約
美
は
妾
に
如
か
ず
.
然
る
に
自
然
出

抜
は
之
に
過
ぐ
。
(
文
学
7
注
引
『
貌
氏
春
秋
』
)

B
王
平
子
(
王
澄
)
は
大
尉
(
王
桁
)
を
目
す
ら
く
'
阿
見
は
形
は

i
l
f
5
J
2

道
に
似
る
も
、
神
鋒
は
太
だ
岱
な
り
と
o
(
賞
誉
2
)

B
矢
は
ざ
れ
ば
則
ち
大
道
に
同
じ
。
(
文
学
3
2
注
引
向
子
期
郭
子
玄

「
迫
遥
義
」
)

B
唯
だ
(
玩
)
成
の
1
家
は
矧
を
尚
び
て
事
を
棄
て
へ
酒
を
好
み
て

貧
し
。
(
任
誕
1
0
注
引
『
竹
林
七
賢
論
』
)

C
余
(
孫
繕
)
は
少
く
し
て
老
荘
の
薗
を
慕
ひ
'
其
の
風
流
を
仰
ぐ

こ
と
久
し
。
(
言
語
8
4
注
引
「
遂
初
賦
叙
」
)

C
　
(
王
)
述
は
道
を
体
し
て
清
梓
、
簡
血
只
静
正
な
り
0
倍
然
と
し
て

自
足
し
へ
非
類
に
交
は
ら
ず
。
(
貿
誉
6
2
注
引
『
晋
陽
秋
』
)

こ
れ
ら
は
す
べ
て
『
易
』
『
老
子
』
に
い
う
「
道
」
「
大
道
」
で
あ
る
。

そ
れ
は
「
自
然
」
「
泊
道
義
」
「
事
を
棄
つ
」
「
恰
然
と
し
て
自
足
す
」
「
非

類
に
交
は
ら
ず
」
な
ど
の
語
に
よ
っ
て
、
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
た

だ
し
次
に
挙
げ
る
「
遺
」
は
『
易
』
や
『
老
子
』
の
そ
れ
で
は
な
い
。

ゆ

る

　

　

　

_

C
僧
法
深
は
(
中
略
)
内
に
法
網
を
持
し
'
外
は
具
臆
を
允
し
、
道

を
弘
む
る
の
法
師
な
り
。
業
慈
清
浄
を
以
っ
て
、
風
塵
に
耐
へ
ず
。

(
徳
行
3
0
劉
孝
標
注
)

C
声
間
と
は
四
講
を
悟
り
て
道
を
得
る
な
り
。
縁
党
と
は
因
縁
を
悟

り
て
鳳
を
得
る
な
り
。
菩
薩
と
は
六
度
を
行
ひ
て
潮
を
得
る
な
り
。

然
ら
ば
則
ち
羅
漢
　
道
を
得
る
は
'
全
く
仏
教
に
由
る
。
(
中
略
)

故
に
剣
淵
叫
を
以
っ
て
名
と
為
す
な
り
。
(
文
学
3
7
注
引
『
法
華

経』)

C
経
歴
語
は
秦
に
は
浮
名
と
言
ふ
。
蓋
し
法
身
の
大
士
に
し
て
'
此

け
ん
き
よ

の
土
に
見
居
L
へ
以
っ
て
鳳
を
弘
む
る
な
り
O
(
文
学
5
0
注
引
僧
肇

『
注
維
産
経
』
)

C
何
充
は
性
　
仏
風
を
好
み
へ
仏
寺
を
崇
惰
L
へ
沙
門
に
供
給
す
る

に
百
を
以
っ
て
数
ふ
。
(
中
略
)
充
の
弟
　
準
も
亦
た
精
勤
し
、
唯

の
み

だ
仏
教
を
読
み
へ
寺
廟
を
営
治
す
る
而
巳
。
(
排
調
5
1
注
引
『
晋
陽

秋』)
こ
れ
ら
は
へ
　
そ
の
証
左
と
な
る
語
を
挙
げ
る
ま
で
も
な
く
へ
　
す
べ

て
仏
教
の
「
道
」
「
大
道
」
で
あ
る
。

「
遺
」
は
こ
の
よ
う
に
『
易
』
や
『
老
子
』
の
ほ
か
へ
仏
教
に
も

用
い
ら
れ
る
。
元
来
『
易
』
『
老
子
』
の
語
で
あ
っ
た
「
道
」
を
'
仏

教
の
「
道
」
'
に
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
'
後
漢
の
明
帝
(
在
位

五
七
～
七
五
)
時
の
侍
毅
の
言
に
み
え
る
。



漢
の
明
帝
は
夜
神
人
を
夢
み
る
に
'
身
に
日
光
有
り
。
明
日
へ
博

く
畢
臣
に
問
ふ
。
通
人
の
侍
毅
対
へ
て
日
は
-
'
臣
聞
-
'
天
竺

の
遺
有
る
者
へ
号
し
て
仏
と
日
ひ
、
軽
挙
し
て
能
く
飛
び
へ
身
に

日
光
有
り
。
殆
ど
将
に
其
の
神
な
ら
ん
と
す
と
。
(
文
学
2
3
注
引
『
牟

子』)「
遺
」
を
有
す
る
者
を
「
仏
」
と
す
る
資
料
と
し
て
は
'
こ
れ
は

お
そ
ら
く
早
い
時
期
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
こ
こ
に
い
う
「
道
」
を
有
す
る
「
仏
」
は
、
仙
人
風
で
あ

る
。
次
に
示
す
資
料
よ
り
す
る
と
、
古
-
中
国
で
は
「
仏
」
は
仙
人

に
近
い
者
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

百
家
の
中
を
歴
観
L
へ
以
っ
て
相
ひ
検
験
す
る
に
、
紬
を
得
る
者

は
百
四
十
六
人
。
其
の
七
十
四
人
は
'
巳
に
仏
経
に
在
り
.
故
に

撰
し
て
七
十
を
得
へ
多
聞
博
識
の
者
を
以
っ
て
退
観
す
べ
し
。
(
同

上
注
引
劉
子
政
『
列
仙
伝
』
)

ま
た
へ
仙
人
に
「
遺
」
を
用
い
る
資
料
と
し
て
'
次
の
も
の
が
あ

る
。或

い
は
云
ふ
'
匡
俗
は
道
を
仙
人
に
受
け
て
、
共
に
其
の
嶺
に
遊

ぶ
。
遂
に
室
を
崖
唖
に
託
し
'
巌
に
即
き
館
を
成
す
。
故
に
時
人

n
*

謂
ふ
'
神
仙
の
塵
と
為
し
て
馬
に
命
ず
と
。
(
規
故
2
4
注
引
『
遠
法

師
原
山
記
』
)

要
す
る
に
、
「
道
」
は
古
く
は
『
易
』
や
『
老
子
』
、
ま
た
神
仙
に

も
用
い
ら
れ
'
そ
れ
は
東
書
に
も
引
き
つ
が
れ
る
が
'
仏
教
の
　
「
道
」

は
後
漢
に
み
え
る
が
'
東
晋
に
至
っ
て
頻
度
を
増
す
こ
と
に
な
る
。

次
に
「
箇
」
を
と
り
あ
げ
る
。

「
簡
」
に
は
簡
正
・
簡
切
・
簡
暢
・
簡
令
・
簡
長
・
簡
素
・
簡
畷

・
箇
秀
・
簡
脱
・
簡
穆
・
箇
至
・
活
簡
・
平
簡
・
通
箇
・
弘
簡
・
沈

簡
な
ど
が
あ
り
へ
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。

A
(
苛
)
条
は
矧
矧
へ
常
人
と
交
接
せ
ず
.
交
は
る
所
は
l
時
の
俊

傑
な
り
。
(
惑
溺
2
注
引
『
粂
別
伝
』
)

B
(
王
)
戒
は
性
は
簡
要
へ
儀
望
を
治
め
ず
。
自
ら
過
す
右
こ
と
甚

だ
薄
し
。
(
倹
缶
3
注
引
『
普
請
公
焚
』
)

B
(
王
倫
は
)
醇
粋
矧
過
に
し
て
'
老
荘
の
学
を
貴
び
'
心
を
用
ふ

る
こ
と
淡
如
た
り
。
老
子
例
略
・
周
紀
を
為
る
。
(
排
調
8
注
引
『
王

氏
家
譜
』
)

B
　
(
謝
)
鰹
は
性
は
通
簡
'
老
易
を
好
み
、
音
楽
を
善
く
L
へ
琴
吉

を
以
っ
て
業
と
為
す
。
(
文
学
2
0
注
引
『
胃
腸
秋
』
)

こ
れ
ら
の
　
「
簡
」
も
お
お
む
ね
人
柄
や
性
格
を
評
す
る
語
で
'
同

じ
文
中
の
語
よ
り
す
れ
ば
へ
　
そ
の
人
柄
・
性
格
は
「
老
易
」
「
老
荘
」

と
深
く
結
び
つ
い
た
超
俗
の
そ
れ
で
あ
る
。
劉
孝
標
は
「
簡
」
　
の
典

故
と
し
て
次
の
も
の
を
あ
げ
る
。

s
r
a

易
の
名
為
る
や
'
〓
昌
に
し
て
三
義
を
函
む
。
簡
易
は
一
な
り
。

変
易
は
二
な
り
。
不
易
は
三
な
り
。
(
郡
玄
『
易
』
序
)

乾
は
確
然
と
し
て
人
に
易
を
示
す
.
坤
は
隠
然
と
し
て
人
に
間
を

示
す
。
(
『
易
』
繋
辞
下
)
易
は
則
ち
知
り
易
く
'
矧
は
則
ち
従
ひ

易
し
。
(
『
易
』
繋
辞
上
)

易
矧
に
し
て
天
下
の
理
を
得
る
。
(
『
易
』
無
辞
上
)
人
文
を
観
て

天
下
を
化
成
す
。
(
『
易
』
責
)

出
典
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
'
こ
れ
ら
は
『
易
』
　
の
語
で
あ
る
。
「
簡
」



は
「
易
」
と
と
も
に
乾
坤
の
特
質
で
あ
り
'
天
下
の
　
「
理
」
　
で
あ
る
。

天
下
の
「
理
」
な
る
「
簡
」
「
易
」
を
体
得
す
る
と
へ
人
倫
の
秩
序
が

わ
か
り
'
天
下
を
教
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
「
理
」
は
理
法

・
法
則
の
意
O
「
簡
」
は
簡
省
・
簡
単
へ
「
易
」
は
易
略
・
平
易
の
意
で
'

と
も
に
知
り
易
く
、
従
い
易
い
'
簡
単
で
平
易
.
言
い
換
え
れ
ば
校

雑
で
も
な
-
'
困
難
で
も
な
い
'
そ
こ
に
天
下
の
理
法
が
あ
る
。
こ

れ
を
『
易
』
の
本
質
と
す
る
こ
と
か
ら
'
「
箇
」
「
易
」
が
老
荘
に
結
び

つ
く
こ
と
に
な
る
。

要
す
る
に
へ
「
簡
」
は
『
易
』
に
出
る
語
で
も
古
く
よ
り
用
い
ら
れ
、

東
晋
に
定
着
し
た
と
い
う
よ
り
、
貌
・
西
雷
・
東
晋
を
通
し
て
'
等

し
く
用
い
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

最
後
に
「
高
」
を
と
り
あ
げ
る
。

「
高
」
に
は
高
遠
・
高
俊
・
高
見
且
エ
ロ
同
才
・
高
行
・
高
操
・
高
朗

・
高
整
二
ロ
ー
叫
率
・
高
暢
・
高
雅
・
高
徹
・
高
遠
・
高
潔
・
高
爽
・
高

菜
・
高
嶺
な
ど
が
あ
り
へ
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。

I
K

C
(
責
耽
は
)
矧
風
振
退
な
り
。
少
く
し
て
個
偏
に
し
て
覇
が
れ
ず
o

(
任
誕
3
4
注
引
『
義
氏
家
伝
』
)

C
謝
(
安
)
は
悠
然
と
し
て
遠
-
想
ひ
'
高
世
の
志
有
り
。
(
言
語
7
0
)

C
(
王
)
胡
之
は
常
に
世
務
を
遣
れ
'
矧
を
以
っ
て
情
と
為
す
。
(
質

誉
1
-
5
注
引
『
王
胡
之
別
伝
』
)

C
王
処
仲
(
王
致
)
は
世
に
高
尚
の
目
を
許
す
。
(
豪
爽
2
)

C
何
磨
騎
(
何
充
)
の
第
五
弟
(
何
準
)
は
'
国
情
を
以
っ
て
世
を

避
く
。
(
校
逸
5
)

C
(
何
準
は
)
雅
よ
り
剖
矧
を
好
み
、
徴
的
せ
ら
る
る
も
l
に
就
く

所
無
し
。
(
棲
逸
5
注
引
『
中
興
書
』
)

C
(
許
諭
は
)
高
惰
遠
致
、
弟
子
は
早
に
巳
に
服
府
す
。
(
品
藻
5
4
)

C
或
い
は
許
(
狗
)
　
の
高
情
を
重
ん
ず
o
(
品
藻
6
 
1
)

あ
ら

C
(
戴
達
は
)
屡
J
V
徴
命
を
辞
し
、
遂
に
矧
の
称
を
箸
は
す
。
(
雅

昂
3
4
注
引
『
普
安
帝
紀
』
)

C
都
超
は
謝
矧
隠
退
を
欲
す
る
者
を
聞
く
毎
に
へ
耽
ち
為
に
百
万
の

資
を
弁
ず
。
(
棲
逸
1
 
5
)

こ
れ
ら
の
「
高
」
も
お
お
む
ね
性
格
・
人
柄
を
評
す
る
語
で
も
文

中
の
語
よ
り
す
れ
ば
、
や
は
り
「
易
」
「
老
荘
」
と
結
び
つ
く
。

「
高
世
」
は
世
俗
よ
り
高
-
抜
き
ん
で
る
こ
と
で
あ
り
へ
　
そ
の
風

格
が
「
高
風
」
、
そ
の
情
恩
が
「
高
惰
」
で
あ
り
'
「
高
尚
」
に
つ
い

て
は
へ
『
易
』
由
に
「
王
侯
に
事
へ
ず
.
其
の
事
を
高
尚
に
す
」
と
あ

り
へ
疏
に
「
復
た
世
事
を
以
っ
て
心
と
為
さ
ず
'
職
位
に
係
累
せ
ず
。

故
に
王
供
に
承
事
せ
ず
o
但
だ
自
尊
し
て
高
く
其
の
清
虚
の
事
を
慕

尚
す
。
故
に
其
の
事
を
高
尚
に
す
と
云
ふ
な
り
」
と
い
う
。
「
高
尚
」

と
は
王
侯
に
事
え
ぬ
こ
と
へ
言
い
か
え
れ
ば
自
ら
を
尊
L
と
し
て
、

「
清
虚
」
を
「
高
-
慕
」
う
こ
と
へ
　
つ
ま
り
「
世
事
」
や
「
職
位
」

に
心
を
累
わ
さ
ぬ
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
易
』
で
あ
り
'
『
老
荘
』

で
あ
る
。

二
　
「
名
理
」

A
　
(
荷
)
条
は
太
和
の
初
め
京
邑
に
到
り
'
仲
蝦
と
談
じ
へ
名
理
を

善
-
す
。
而
し
て
衆
は
玄
遠
を
尚
ぶ
。
(
文
学
9
注
引
『
棄
別
伝
』
)



A
(
鍾
会
は
)
壮
な
る
に
及
び
へ
才
数
有
り
。
名
理
に
精
練
す
。
(
言

語
1
2
注
引
『
貌
志
』
)

B
(
衛
)
I
介
は
少
く
し
て
利
矧
盟
矧
引
。
易
老
を
善
く
す
。
(
文
学
2
 
0
注

引
『
輸
別
伝
』
)

B
(
衛
)
柵
は
少
く
し
て
矧
矧
櫛
引
。
善
く
荘
老
に
通
ず
。
(
賞
誉
4

注
引
『
玲
別
伝
』
)

先
の
　
「
清
吉
」
を
い
う
と
き
に
比
し
て
'
い
い
方
に
幅
が
あ
る
。

「
名
理
」
は
別
に
「
理
」
一
字
で
用
い
る
こ
と
も
あ
り
へ
ま
た
次

の
よ
う
な
用
い
方
も
あ
る
。
玄
理
・
本
理
・
活
理
・
神
理
・
勝
理
・

精
理
・
才
理
・
文
理
・
実
理
・
通
理
・
理
会
・
理
識
・
識
理
・
理
義

・
義
理
・
理
思
・
恩
理
。
こ
れ
ら
の
中
か
ら
い
く
つ
か
の
用
例
を
と

り
あ
げ
へ
「
理
」
が
「
活
言
」
と
か
か
わ
る
こ
と
を
改
め
て
指
摘
す
る
。

B
(
斐
)
過
は
弁
論
を
以
っ
て
業
と
為
す
。
善
-
名
理
を
叙
L
へ
辞

気
は
活
暢
に
し
て
'
冷
然
と
し
て
琴
忘
の
若
し
。
(
文
学
1
9
注
引
鄭

粂
『
晋
紀
』
)

B
　
(
駈
偶
は
)
老
易
を
好
み
へ
能
く
理
を
言
ふ
。
俗
人
に
見
ふ
を
喜

ば
ず
。
(
文
学
1
 
8
注
引
『
名
士
伝
』
)

B
　
(
悲
)
紐
は
弘
済
に
し
て
活
識
有
り
。
古
を
槽
へ
て
善
-
名
理
を

言
ひ
、
履
行
は
高
整
に
し
て
も
少
き
自
り
名
を
知
ら
る
.
(
言
語
2

注
引
『
翼
州
記
』
)

C
江
左
の
般
太
常
父
子
(
股
融
・
般
浩
)
　
は
並
び
に
能
く
理
を
言
ふ

引
、
亦
た
弁
諭
の
異
有
り
.
(
文
学
7
4
)

C
然
る
に
王
俄
は
善
く
理
を
言
ふ
。
(
文
学
5
 
7
劉
孝
標
注
)

B
装
僕
射
(
斐
紙
)
は
善
-
名
理
を
談
じ
へ
混
混
と
し
て
雅
致
有
り
.

(
言
語
2
 
3
)

C
　
(
檀
)
玄
は
善
-
理
を
言
ふ
。
郡
を
棄
て
て
国
に
還
り
、
常
に
段

別
州
仲
堪
と
終
日
談
論
し
て
軽
ま
ず
。
(
文
学
6
5
注
引
周
祇
『
隆
安

記』)

B
(
劉
)
時
は
善
く
名
理
を
談
ず
。
(
賞
誉
3
 
8
注
引
曹
嘉
之
『
普
紀
』
)

C
股
浩
は
能
く
名
理
を
言
ふ
。
(
文
学
4
 
3
注
引
『
高
逸
沙
門
伝
』
)

C
(
王
敦
は
)
少
く
し
て
矧
盟
矧
引
.
(
文
学
2
 
0
注
引
『
敦
別
伝
』
)

C
王
(
浸
)
は
叙
致
し
て
数
百
語
を
作
L
へ
自
ら
謂
へ
ら
-
、
是
れ

C
(
韓
伯
は
)
学
を
好
み
、
善
く
理
を
言
ふ
。
(
徳
行
3
 
8
注
引
『
続
普

陽
秋
』
)

C
　
(
許
)
諭
は
能
く
理
を
言
ふ
。
(
賞
誉
川
注
引
『
続
晋
陽
秋
』
)

名
理
奇
藻
な
り
と
。
(
文
学
4
 
2
)

C
(
謝
)
玄
は
活
言
を
能
く
L
へ
名
理
を
善
く
す
。
(
文
学
4
 
1
注
引
『
玄

別
伝
』
)

「
名
理
」
を
い
う
と
き
は
'
「
善
く
す
」
へ
「
言
ふ
」
(
「
能
-
」
「
善
-
」

を
冠
す
)
、
「
談
ず
」
(
「
善
く
」
を
冠
す
)
へ
「
叙
す
」
(
「
善
-
」
を
冠
す
)

な
ど
を
用
い
る
。
ま
た
「
有
り
」
と
い
う
い
い
方
も
あ
る
。
こ
れ
は

C
　
(
劉
宏
之
は
)
少
く
し
て
才
学
有
り
。
能
-
理
を
言
ふ
o
(
排
調
4
 
7

注
引
徐
広
『
普
紀
』
)

「
能
く
言
ふ
」
「
善
く
言
ふ
」
は
「
名
理
」
を
い
う
と
き
の
い
い
方

で
あ
っ
た
。
こ
の
ほ
か
「
善
く
す
」
「
言
ふ
」
「
談
ず
」
「
有
り
」
と
と
も

に
用
い
ら
れ
る
「
理
」
も
あ
る
。

B
(
王
)
戒
は
是
れ
由
り
神
理
の
称
有
り
。
(
雅
兄
出
4
注
引
『
名
士
伝
』
)

B
斐
紙
は
矧
封
謝
u
t
王
夷
甫
と
相
ひ
推
下
せ
ず
.
(
文
学
1
 
1
注
引
『
普



諸
公
賛
』
)

C
(
股
)
仲
堪
　
劇
団
矧
引
。
清
言
を
能
く
す
。
(
文
学
6
 
3
注
引
『
普

安
帝
紀
』
)

C
(
韓
)
康
伯
は
清
和
に
し
て
恩
理
有
り
。
幼
く
し
て
般
浩
の
称
す

る
所
と
為
る
。
(
賞
誉
9
 
0
注
引
『
続
普
陽
秋
』
)

!
・
サ

封
　
は
に
　
　
∴
T
r
・
一
;
蝣
'
蝣
'
:
<
-
>
'
^
し
て
∴
千
一
、
 
I

才
博
-
喰
広
-
'
学
者
は
究
む
る
こ
と
能
は
ず
。
後
に
楽
広
と
は

と
は
清
閲
に
し
て
理
を
説
か
ん
と
欲
す
。
而
し
て
紙
は
辞
喰
豊
博

C
其
の
人
(
虞
駿
)
才
理
勝
望
有
り
。
(
品
藻
1
 
3
)

C
(
桑
系
)
劃
矧
引
。
(
雅
量
3
 
1
注
引
『
中
興
書
』
)

C
(
謝
)
朗
は
博
渉
に
し
て
逸
才
有
り
。
善
-
玄
理
を
言
ふ
。
(
文
学

3
 
9
注
引
『
中
興
書
』
)

C
孫
盛
は
理
義
を
善
-
す
。
時
に
中
軍
将
軍
の
段
浩
は
名
を
一
時
に

把
に
L
t
能
-
与
に
劇
談
し
相
ひ
抗
す
る
者
は
'
唯
だ
盛
の
み
。
(
文

学
3
 
1
注
引
『
続
普
陽
秋
』
)

に
し
て
'
広
は
自
ら
虚
無
を
体
す
る
を
以
っ
て
へ
笑
ひ
て
復
た
言

は
ず
。
(
文
学
1
2
注
引
『
普
請
公
費
』
)

「
理
を
講
ず
」
「
虚
無
の
理
」
「
理
を
説
-
」
の
「
理
」
は
'
『
道
徳
論
』

つ
ま
り
『
老
荘
』
の
道
徳
を
論
じ
た
そ
れ
で
あ
る
。
「
道
を
休
す
」
「
道

を
学
ぶ
」
の
「
道
」
や
「
簡
畷
」
「
満
開
」
も
そ
の
「
理
」
に
通
じ
る

語
で
あ
る
。

B
(
郭
象
は
)
少
く
し
て
才
理
有
り
'
道
を
慕
ひ
学
を
好
み
、
忍
封

老
荘
に
託
す
。
時
人
成
な
以
っ
て
王
弼
の
亜
と
為
す
。
(
文
学
1
 
7
注

C
(
辛
)
字
は
雅
よ
り
理
義
を
善
く
す
。
乃
ち
(
股
)
仲
堪
と
斉
物

を
道
ふ
。
(
文
学
6
2
)

時
代
ご
と
の
用
例
か
ら
す
る
と
へ
「
名
理
」
は
貌
・
西
普
・
東
晋
を

通
じ
て
な
べ
て
用
い
ら
れ
る
が
'
「
理
」
お
よ
び
「
理
義
」
「
玄
理
」
「
思

理
」
「
文
理
」
「
才
理
」
な
ど
は
'
東
雷
の
用
例
が
朗
著
で
あ
る
.

「
理
」
に
か
か
わ
る
語
が
一
条
に
多
-
み
ら
れ
る
も
の
を
次
に
三

つ
と
り
あ
げ
る
。

B
魂
の
太
常
の
夏
侯
玄
・
歩
兵
校
尉
の
駈
籍
等
自
り
'
皆
な
道
徳
論

を
著
は
す
。
時
に
干
い
て
侍
中
の
楽
広
・
吏
部
郎
の
劉
漠
も
亦
た

引
『
文
士
伝
』
)
へ
象
は
荘
子
注
を
作
り
へ
最
も
活
辞
避
旨
有
り
。
(
同

上
)

「
才
理
」
は
「
志
を
老
荘
に
託
す
」
「
荘
子
注
を
作
る
」
「
王
弼
の
亜
」

よ
り
し
て
『
老
荘
』
に
か
か
わ
る
語
で
あ
り
、
「
道
を
慕
ふ
」
の
「
遺
」

や
「
活
辞
」
も
そ
れ
に
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。

右
は
西
書
の
例
で
、
次
は
東
普
の
例
で
あ
る
。

C
股
仲
軍
(
般
浩
)
・
孫
安
国
(
孫
盛
)
・
王
(
濠
)
・
謝
(
尚
)

の
矧
ヨ
川
の
諸
賢
は
'
悉
く
会
稽
王
(
簡
文
帝
)
の
許
に
在
り
。
般

道
を
体
し
て
言
は
約
へ
尚
書
令
の
王
夷
南
は
理
を
講
じ
て
才
は
虚
へ

散
騎
常
侍
の
戴
奥
は
矧
割
判
利
を
以
っ
て
業
と
為
し
'
後
進
の
頗

鼓
の
徒
は
皆
な
簡
境
を
希
慕
す
o
(
悲
)
姐
は
世
俗
を
疾
み
、
虚
無

は
孫
と
共
に
易
象
妙
於
見
形
を
論
ず
。
孫
語
る
'
道
合
す
れ
ば
、

意
気
は
雲
を
干
す
と
。
一
坐
成
な
孫
の
理
に
安
ん
ぜ
ざ
る
も
'
辞

は
屈
す
る
こ
と
能
は
ず
。
会
稽
王
は
慨
然
と
し
て
歎
じ
て
日
は
く
'

も
と

真
長
(
劉
憐
)
を
し
て
釆
た
ら
し
む
れ
ば
'
故
よ
り
応
に
以
っ
て

彼
を
制
す
る
こ
と
有
る
べ
L
と
。
即
ち
真
長
を
迎
ふ
れ
ば
'
孫
は



お

ム

0

己
れ
の
如
か
ざ
る
を
意
ふ
.
市
'
K
長
既
に
至
り
へ
先
に
孫
を
し
て
自
ら

限

包

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

E

2

E

Z

利
団
を
赦
せ
し
む
.
孫
は
粗
己
れ
の
語
を
説
き
へ
亦
た
絶
え
て
向
に

靭
B
E

及
ば
ざ
る
を
覚
る
。
劉
は
便
ち
二
百
許
の
語
を
作
す
に
'
辞
難
矧
矧

エ
ノ

な
り
。
孫
の
理
遂
に
屈
す
。
一
坐
同
時
に
掌
を
射
ち
て
笑
ひ
'
称
美

tt-

す
る
こ
と
良
久
し
く
す
。
(
文
学
5
6
)

「
孫
の
理
」
「
本
理
」
の
「
理
」
は
『
易
象
妙
於
見
形
』
よ
り
す
る

と
、
『
易
』
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
り
'
「
道
合
す
」
　
の
　
「
道
」
や
「
簡

切
」
も
そ
れ
に
通
じ
へ
ま
た
「
能
言
」
と
い
う
の
も
「
能
-
理
を
言

ふ
」
　
こ
と
で
あ
ろ
う
。

「
能
言
」
と
い
う
い
い
方
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

A
(
王
弼
は
)
.
十
余
歳
に
し
て
便
ち
荘
老
を
好
む
。
通
弁
矧
討
L
へ

侍
椴
の
知
る
所
と
為
る
。
(
文
学
6
注
引
『
弼
別
伝
』
)

B
王
戎
云
ふ
'
太
保
(
王
祥
)
は
正
始
中
に
居
在
L
へ
矧
首
の
流
に

在
ら
ざ
る
も
ち
之
れ
と
言
ふ
に
及
べ
ば
'
理
致
は
清
遠
な
り
。
将

お
ほ

た
徳
を
以
っ
て
其
の
言
を
掩
ふ
こ
と
無
か
ら
ん
や
と
。
(
徳
行
1
9
)

C
劉
芦
(
劉
快
)
　
は
江
道
畢
(
江
濯
)
を
道
ふ
'
能
言
な
ら
ざ
る
も

不
言
を
能
く
す
と
。
(
賞
誉
ー
)

「
理
」
を
略
し
た
「
能
言
」
は
「
能
く
言
ふ
」
「
言
を
能
く
す
」
と

訓
む
こ
と
も
で
き
る
が
'
西
晋
か
ら
東
晋
に
か
け
て
「
能
言
」
と
し

て
熟
し
'
定
着
を
み
た
と
思
わ
れ
る
。

「
理
」
は
『
易
』
や
『
老
荘
』
の
「
理
」
だ
け
で
は
な
く
、
次
の

よ
う
に
仏
の
　
「
理
」
に
も
用
い
る
。

C
股
中
軍
(
股
浩
)
　
は
仏
経
を
見
て
云
ふ
'
理
は
応
に
阿
堵
の
上
に

在
る
べ
L
と
。
(
文
学
2
3
)

C
北
乗
の
道
人
　
才
班
を
好
む
有
り
O
林
公
(
支
近
)
と
瓦
官
寺
に

相
ひ
遇
ひ
'
小
品
を
講
ず
。
(
文
学
3
0
)

ほ
ほ

C
股
(
淵
源
)
　
は
　
(
康
僧
淵
を
)
坐
せ
し
め
へ
粗
与
に
寒
温
L
へ
遂

に
矧
に
及
ぶ
。
(
文
学
4
7
)

C
江
を
過
ぐ
る
に
至
り
へ
仏
理
尤
も
盛
ん
な
り
。
(
文
学
8
5
注
引
『
続

普
陽
秋
』
)

C
法
度
・
道
林
(
文
通
)
は
同
学
な
り
。
情
朗
に
し
て
理
義
有
り
。

迫
は
甚
だ
之
を
重
ん
ず
。
(
傷
逝
1
1
注
引
『
支
逓
伝
』
)

C
(
康
僧
淵
は
)
乃
ち
閑
居
し
て
研
話
し
へ
心
を
矧
副
に
希
ふ
o
(
棲

逸
1
1
)

「
理
」
を
仏
の
「
理
」
に
用
い
る
の
は
'
す
べ
て
東
晋
に
な
っ
て

の
こ
と
で
あ
る
。

以
上
要
す
る
に
、
「
理
」
は
塊
の
こ
ろ
よ
り
『
易
』
『
老
荘
』
に
用
い

ら
れ
、
東
晋
に
集
中
す
る
よ
う
に
な
る
が
へ
　
そ
の
　
「
理
」
が
東
晋
に

至
っ
て
仏
の
　
「
理
」
に
用
い
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

三
　
「
玄
遠
」

A
晋
の
文
王
　
(
司
馬
昭
)
称
す
'
院
嗣
宗
(
玩
籍
)
　
は
至
慎
な
り
。

之
れ
と
言
ふ
毎
に
へ
言
皆
な
玄
遠
に
し
て
も
末
だ
嘗
て
人
物
を
戚

否
せ
ず
と
。
(
徳
行
1
 
5
)

A
　
(
萄
)
条
は
能
く
玄
遠
を
言
ふ
。
(
文
学
9
注
引
『
粂
別
伝
』
)

A
(
萄
条
は
)
侍
蝦
と
談
じ
へ
名
理
を
善
く
す
。
而
し
て
条
は
封
過

剰
矧
剥
。
(
同
上
)



A
侍
蝦
は
善
く
玄
勝
を
言
ひ
'
苛
条
は
談
ず
る
に
玄
遠
を
尚
ぶ
。
(
文

学
9
)

B
王
夷
甫
(
王
桁
)
は
雅
よ
り
玄
遠
を
尚
ぶ
。
(
規
筏
9
)

C
(
支
)
適
は
神
心
警
悟
に
し
て
、
活
識
到
過
吋
引
。
王
仲
祖
(
王

濠
)
称
す
'
其
の
微
を
造
す
の
功
は
'
王
弼
に
異
な
ら
ず
と
。
(
質

誉
9
 
8
注
引
『
支
遁
別
伝
』
)

C
　
(
謝
)
安
は
神
惜
秀
悟
に
し
て
'
善
く
玄
遠
を
談
ず
。
(
文
学
5
5
注

引
『
文
字
志
』
)

「
玄
遠
」
を
い
う
と
き
は
'
「
言
ふ
」
(
「
能
く
」
を
冠
す
)
へ
「
談
ず
」

(
「
善
く
」
を
冠
す
)
、
「
尚
ぶ
」
(
「
談
ず
る
に
」
「
雅
よ
り
」
を
冠
す
)
な

ど
と
用
い
ら
れ
る
。
「
尚
ぶ
」
は
「
玄
遠
」
だ
け
に
用
い
る
が
、
「
言
ふ
」

は
「
名
理
」
に
、
「
談
ず
」
は
「
清
吉
」
と
「
名
理
」
に
も
あ
っ
た
。

従
っ
て
「
玄
遠
」
も
ま
た
「
清
言
」
「
名
理
」
と
か
か
わ
る
語
と
み
ら

れ
る
。
そ
れ
は
「
玄
遠
」
を
い
う
文
中
に
「
名
理
を
善
く
す
」
「
善
く

玄
勝
を
言
ふ
」
「
其
の
微
を
造
す
功
」
な
ど
の
語
が
あ
る
こ
と
か
ら
も

知
ら
れ
る
。
「
玄
遠
」
は
貌
・
西
普
・
束
晋
の
別
な
く
用
い
ら
れ
る
。

「
言
ふ
」
「
談
ず
」
「
有
り
」
と
と
も
に
用
い
ら
れ
る
「
玄
」
と
し
て

は
う
次
の
も
の
が
あ
る
。

「
玄
」
は
一
字
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

C
孫
纏
は
之
を
難
じ
、
以
っ
て
謂
へ
り
'
玄
を
休
し
遠
を
識
る
者
は
'

出
処
　
帰
を
同
じ
く
す
と
。
(
文
学
9
1
注
引
『
中
興
書
』
)

C
而
し
て
方
寸
は
混
然
と
し
て
'
国
に
封
を
以
っ
て
山
水
に
対
す
。

(
容
止
2
4
注
引
孫
締
「
頗
亮
碑
文
」
)

「
玄
」
が
「
活
言
」
や
「
名
理
」
へ
　
言
い
か
え
れ
ば
『
易
』
や
『
老

荘
』
と
深
く
か
か
わ
る
語
で
あ
る
こ
と
は
、
さ
ら
に
次
の
用
例
に
よ
っ

て
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

A
正
始
中
、
王
弼
・
何
畳
は
荘
老
玄
勝
の
談
を
好
み
て
'
世
遂
に
竃

を
九
月
ぶ
。
(
文
学
8
5
注
引
『
続
普
陽
秋
』
)

C
　
(
般
)
浩
の
活
言
は
玄
致
を
妙
弁
す
。
当
時
の
名
流
は
、
皆
な
其

の
美
誉
を
為
す
。
(
貿
誉
8
2
注
引
徐
広
『
普
紀
』
)

C
般
仲
堪
は
玄
論
を
精
癒
す
。
人
は
謂
へ
り
'
研
究
せ
ざ
る
美
し
と
。

股
は
乃
ち
歎
じ
て
日
は
く
'
我
を
し
て
四
本
を
解
せ
し
む
れ
ば
'

B
M

談
は
超
に
爾
る
の
み
な
ら
ず
o
(
文
学
6
0
)

C
　
(
支
)
道
を
向
秀
に
比
L
t
雅
よ
り
老
荘
を
尚
ぶ
。
二
子
は
時
を

A
斐
使
君
(
生
微
)
は
高
才
逸
皮
有
り
。
善
く
玄
妙
を
言
ふ
な
り
.
(
文

学
9
注
引
『
管
略
伝
』
)

B
王
夷
甫
(
王
桁
)
は
容
貌
整
霞
に
し
て
'
玄
を
談
ず
る
に
妙
な
り
。

(
容
止
8
)

B
(
向
秀
は
)
神
徳
封
矧
矧
引
。
能
く
天
下
を
迫
れ
'
万
物
を
外
に

す
。
(
文
学
1
7
注
引
『
竹
林
七
賢
論
』
)

異
に
す
る
も
'
風
は
玄
同
を
尚
ぶ
な
り
。
(
文
学
3
6
注
引
『
遺
賢

論』)

C
孫
長
楽
は
王
長
史
(
王
濠
)
謀
を
作
り
て
云
ふ
、
余
と
夫
子
と
は
、

交
は
り
は
勢
利
に
非
ず
'
心
は
猶
は
浸
水
の
若
く
'
此
の
封
蝋
封

同
じ
く
す
と
。
(
軽
誌
2
2
)

魂
よ
り
東
晋
に
な
る
に
つ
れ
て
'
「
玄
」
の
用
語
は
増
加
す
る
。
玄

門
・
玄
風
・
玄
寂
・
玄
心
・
玄
黙
な
ど
が
あ
り
へ
　
こ
れ
ら
も
　
「
清

吉
」
「
名
理
」
に
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。



C
晋
の
元
・
明
二
帝
は
心
を
玄
虚
に
醇
ば
せ
'
情
を
遺
味
に
託
す
。

賓
友
の
礼
を
以
っ
て
法
師
を
待
す
O
王
公
(
王
導
)
・
供
公
(
顔

亮
)
は
心
を
傾
け
席
を
側
に
L
へ
好
み
て
臭
味
を
同
じ
く
す
。
(
方

正
4
5
注
引
『
高
逸
沙
門
伝
』
)

「
遺
味
」
と
対
比
さ
れ
る
こ
の
「
玄
虚
」
は
『
易
』
『
老
荘
』
を
い

い
へ
「
道
味
」
は
「
法
師
」
よ
り
す
る
と
へ
先
述
し
た
仏
の
「
遺
」
を

い
う
で
あ
ろ
う
。

本
節
の
終
り
に
「
玄
遠
」
　
の
　
「
遠
」
へ
「
談
ず
」
　
の
　
「
談
」
　
の
用
例

を
と
り
あ
げ
る
。

「
遠
」
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

B
王
戎
云
ふ
'
太
保
(
王
祥
)
は
正
始
中
に
居
在
L
へ
能
言
の
流
に

在
ら
ざ
る
も
、
之
れ
と
言
ふ
に
及
べ
ば
'
理
致
は
矧
叫
矧
吋
引
.
秤

た
徳
を
以
っ
て
其
の
言
を
掩
ふ
こ
と
無
か
ら
ん
や
と
。
(
徳
行
1
9
)

B
(
玩
)
成
の
子
の
胎
は
虚
夷
に
し
て
遠
志
有
り
O
(
賞
誉
2
)

C
　
(
謝
)
安
は
弘
梓
通
遠
へ
　
温
雅
融
暢
な
り
。
(
徳
行
3
4
注
引
『
文
字

志』)

C
王
右
軍
(
王
義
之
)
は
謝
太
停
(
謝
安
)
と
共
に
冶
城
に
登
る
。

謝
は
悠
然
と
し
て
薗
矧
し
、
高
世
の
志
有
り
。
(
言
語
7
0
)

つ
と

C
孫
(
縛
)
日
は
く
'
高
情
薗
矧
は
'
弟
子
早
に
巳
に
服
贋
せ
り
。

l
吟
1
詠
は
'
許
(
諭
)
将
に
北
面
せ
ん
と
す
と
O
(
品
藻
5
)

し
は
ら

C
之
を
頃
く
し
て
長
史
(
王
濠
)
諸
賢
来
た
り
て
清
言
す
。
(
略
)
言

約
に
し
て
旨
風
月
へ
彼
我
の
懐
を
暢
ぶ
る
に
足
る
.
(
文
学
S
3
)

C
謝
霊
運
は
好
ん
で
曲
柄
笠
を
戴
く
.
孔
隠
士
(
孔
淳
之
)
謂
ひ
て

_

　

　

ね

か

日
は
く
'
卿
は
心
に
高
遠
を
希
は
ん
と
欲
す
る
に
'
何
ぞ
曲
蓋
の

貌
を
迫
る
る
こ
と
能
は
ざ
ら
ん
や
と
。
(
言
語
S
)

こ
れ
ら
の
「
遠
」
は
同
一
文
中
の
「
能
言
」
「
虚
夷
」
「
高
世
の
志
」
「
高

惜
」
「
活
言
」
「
隠
士
」
な
ど
の
語
か
ら
し
て
'
『
易
』
や
『
老
荘
』
に
か

か
わ
る
語
で
'
世
俗
か
ら
「
遠
」
ざ
か
る
意
で
あ
る
。

次
に
「
談
」
を
と
り
あ
げ
る
。

B
　
(
衛
)
蛤
は
'
武
昌
に
至
り
て
王
敦
に
見
ゆ
O
敦
は
之
と
談
諭
し
へ

日
に
捕
り
て
信
宿
す
。
(
略
)
微
言
の
緒
へ
絶
え
て
復
た
続
く
。
(
質

誉
5
 
1
注
引
『
翰
別
伝
』
)

B
王
夷
甫
(
王
宿
)
は
好
ん
で
談
称
を
尚
び
'
時
の
人
物
の
宗
と
す

る
所
と
為
る
。
(
言
語
2
3
注
引
『
普
諸
公
賛
』
)

B
請
謁
宏
は
年
少
く
し
て
肯
へ
て
学
問
せ
ず
。
始
め
王
夷
甫
(
王
桁
)

と
謝
u
t
便
ち
巳
に
超
詣
す
。
(
略
)
宏
は
後
に
荘
老
を
看
て
'
更

に
王
と
語
れ
ば
'
便
ち
相
ひ
抗
衡
す
る
に
足
る
。
(
文
学
1
3
)

10

B
時
の
談
に
干
い
て
'
玩
(
成
)
を
首
と
為
し
'
王
戎
之
に
次
ぎ
'

山
(
涛
)
・
向
(
秀
)
　
の
徒
へ
皆
な
其
の
倫
な
り
O
(
品
藻
7
1
注
引

『
貌
氏
春
秋
』
)

B
斐
僕
射
(
生
餌
)
は
'
時
人
謂
ひ
て
言
談
の
林
薮
と
為
す
。
(
賞
誉

1
8
)

C
　
(
般
)
浩
は
能
く
理
を
言
ひ
'
談
論
は
精
微
に
し
て
'
老
易
に
長

ず
。
(
賞
誉
8
6
注
引
『
中
興
書
』
)

V"i

C
劉
真
長
(
劉
佼
)
は
般
淵
源
(
股
浩
)
と
談
ず
る
に
、
劉
の
理
小

し
く
屈
す
る
が
如
し
。
(
文
学
2
6
)

C
人
　
撫
軍
(
司
馬
豆
)
に
問
ふ
'
般
浩
の
談
I
は
完
に
何
加
と
.
(
品

藻
3
9
)



C
　
(
王
)
胡
之
は
談
講
を
好
み
、
善
く
文
辞
を
属
り
'
当
時
の
重
ん

ず
る
所
と
為
る
。
(
品
藻
6
0
注
引
『
王
胡
之
別
伝
』
)

C
(
檀
)
玄
は
善
く
理
を
言
ふ
。
郡
を
棄
て
て
国
に
還
り
'
常
に
段

別
州
仲
堰
と
終
日
謝
謝
u
i
J
授
ま
ず
.
(
文
学
6
5
注
引
周
祇
『
隆
安

記』)
こ
れ
ら
の
「
談
」
は
先
の
「
活
言
を
談
ず
」
「
善
く
名
理
を
談
ず
」
「
善

く
玄
遠
を
談
ず
」
に
通
じ
て
へ
や
は
り
『
易
』
や
『
老
荘
』
に
か
か

わ
る
も
の
で
あ
る
。

「
遠
」
と
い
い
へ
「
談
」
と
い
い
、
西
晋
か
ら
東
晋
に
か
け
て
多
用

さ
れ
る
へ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

四
　
r
易
老
J
l

以
上
の
と
こ
ろ
は
、
「
活
言
」
「
名
理
」
「
玄
遠
」
が
'
「
能
く
す
」
「
善
く

す
」
「
言
ふ
」
「
談
ず
」
「
尚
ぶ
」
「
叙
す
」
な
ど
と
と
も
に
用
い
ら
れ
る
も

の
を
と
り
あ
げ
へ
　
そ
れ
ら
は
『
易
』
や
『
老
荘
』
に
い
い
へ
仏
に
も

い
う
こ
と
を
説
い
た
が
'
こ
れ
ら
と
と
も
に
用
い
ら
れ
る
「
活
言
」
「
名

理
」
「
玄
遠
」
以
外
の
も
の
と
し
て
は
'
次
の
よ
う
に
あ
る
。

ち
(
衛
)
軸
は
少
-
し
て
名
理
有
り
。
易
老
を
善
く
す
。
(
文
学
2
 
0
往

引
『
I
介
別
伝
』
)

B
夷
甫
(
王
桁
)
は
好
ん
で
談
称
を
尚
び
'
時
の
人
物
の
宗
と
す
る

所
と
為
る
.
(
言
語
2
 
3
注
引
『
普
請
公
費
』
)

B
郭
子
玄
(
郭
象
)
倍
才
有
り
。
能
く
老
荘
を
言
ふ
。
(
裳
誉
2
 
6
)

B
子
玄
(
郭
象
)
構
才
有
り
。
能
-
荘
老
を
言
ふ
。
(
賞
誉
3
 
2
注
引
『
名

士
伝
』
)

C
(
股
)
浩
は
老
易
を
善
-
L
へ
活
言
を
能
-
す
。
(
文
学
2
 
7
注
引
『
浩

別
伝
』
)

C
(
謝
玄
は
)
神
理
明
俊
に
し
て
'
微
言
を
善
く
す
。
(
言
語
ー
8
注
引

『
謝
車
騎
家
伝
』
)

C
(
謝
万
は
)
兼
ね
て
善
-
文
を
属
り
'
談
論
を
能
く
す
。
時
人
之

を
称
す
。
(
賞
誉
9
3
注
引
『
中
興
書
』
)

ill

C
(
支
)
迫
を
向
秀
に
比
L
へ
雅
よ
り
老
荘
を
尚
ぶ
。
二
子
は
時
を

異
に
す
る
も
'
風
は
玄
同
を
尚
ぶ
な
り
.
(
文
学
3
6
注
引
『
道
賢

論』)
こ
れ
に
「
好
む
」
「
貴
ぶ
」
「
慕
ふ
」
「
長
ず
」
を
加
え
る
と
'
次
の
よ

う
に
あ
る
。

A
(
何
)
妾
は
少
く
し
て
異
才
有
り
。
善
く
易
老
を
談
ず
。
(
文
学
6

注
引
『
貌
氏
春
秋
』
)

A
　
(
王
弼
は
)
十
余
歳
に
し
て
便
ち
荘
老
を
好
む
。
通
弁
能
言
し
、

侍
胞
の
知
る
所
と
為
る
。
(
文
学
6
注
引
『
弼
別
伝
』
)

A
停
職
は
善
く
虚
勝
を
言
ひ
'
萄
衆
は
談
ず
る
に
玄
遠
を
尚
ぶ
。
(
文

学
9
)

A
正
始
中
、
王
弼
・
何
曇
は
荘
老
玄
勝
の
談
を
好
み
て
'
世
遂
に
篤

を
貴
ぶ
。
(
文
学
8
5
注
引
『
続
晋
陽
秋
』
)

A
糞
便
君
(
蛮
微
)
は
高
才
逸
度
有
り
。
善
く
玄
妙
を
言
ふ
な
り
。
(
文

学
9
注
引
『
管
絡
伝
』
)

B
　
(
王
倫
は
)
醇
粋
簡
遠
へ
老
荘
の
学
を
貴
び
'
心
を
用
ふ
る
こ
と

淡
如
た
り
。
(
排
調
8
注
引
『
王
氏
家
譜
』
)



B
　
(
院
情
は
)
老
易
を
好
み
へ
能
く
理
を
言
ひ
'
俗
人
を
見
る
を
喜

ば
ず
。
(
文
学
1
 
8
注
引
『
名
士
伝
』
)

B
　
(
謝
)
鰹
は
性
通
間
に
し
て
'
老
易
を
好
み
へ
音
楽
を
善
く
L
へ

琴
書
を
以
っ
て
業
と
為
す
。
(
文
学
2
0
注
引
『
雷
陽
秋
』
)

C
(
股
)
浩
は
能
く
理
を
言
ひ
'
談
論
は
精
微
に
し
て
'
劃
矧
相
良

列
。
(
賞
誉
8
 
6
注
引
『
中
興
書
』
)

C
(
王
)
胡
之
は
談
講
を
好
み
へ
善
く
文
辞
を
属
り
'
当
時
の
重
ん

ず
る
所
と
為
る
。
(
品
藻
6
0
注
引
『
王
胡
之
別
伝
』
)

C
(
何
準
は
)
雅
よ
り
高
尚
を
好
み
へ
徴
聴
せ
ら
る
る
も
一
に
就
-

所
無
し
。
(
楼
逸
5
注
引
『
中
興
書
』
)

C
余
(
孫
緯
)
は
少
-
し
て
老
荘
の
道
を
慕
ひ
'
其
の
風
流
を
仰
ぐ

こ
と
久
し
。
(
言
語
8
4
注
引
『
遂
初
脱
穀
』
)

C
郡
太
尉
(
郡
竪
)
は
晩
節
に
談
を
好
む
。
(
規
茂
1
4
)

右
に
と
り
あ
げ
た
一
連
の
も
の
を
い
ま
「
易
老
」
の
語
で
ま
と
め
へ

こ
れ
を
「
活
言
」
「
名
理
」
「
玄
遠
」
と
並
べ
て
表
に
す
る
と
へ
下
の
よ

う
に
な
る
。

「
清
吉
」
と
は
『
易
老
』
の
言
辞
で
あ
り
'
『
易
老
』
を
談
論
す
る

こ
と
で
あ
る
。
「
微
言
」
と
も
「
玄
言
」
と
も
い
い
へ
『
世
説
新
語
』
に

は
み
え
な
か
っ
た
が
'
「
清
談
」
と
も
い
う
。
「
清
談
」
　
の
語
は
す
で
に

a
:

後
漢
の
雷
に
み
え
る
O
『
易
老
』
　
の
言
辞
は
「
清
」
く
て
'
「
微
」
か
で
'

`
q
ハ
一

「
玄
」
か
っ
た
の
で
あ
る
。

!S<

B
(
衛
)
班
は
謝
(
規
)
を
見
て
甚
だ
之
を
悦
び
'
都
て
復
た
王
を

顧
み
ず
。
遂
に
且
に
達
す
る
ま
で
微
言
す
。
(
文
学
2
0
)

良
○
○

慕
○
○

負
○
○

雅
好
○
○

好
○
○

善
ft
○
○

雅
尚
○
○

好
尚
○
○

読
尚
○
○

尚
○
○

善 読
○
○

,1V.

口

壁

I-1

善 善
○
○

舵
○
○

読
○
○

於
○
○

○
○

○
○

壁

口

壁

口

壁

。

壁

。

名
壁

名
理

名
哩

名
壁

名
哩

名
哩

玄
逮

玄
逮

玄
遠

玄
遠

玄
逮

玄
逮

老 老 老 「司
議老 老 読 易 玄 老 局 読

易

=老

易 荏
之
迅

荏
之
V

尚 軍司

談葉

、荏
老
玄
勝
之
輿

荏 柿 老 妙

虚
勝

荏 老
、
老
M

壁

[_1

=A*6m

12

C
　
(
王
)
胡
之
は
性
簡
に
し
て
'
好
ん
で
玄
言
に
達
す
る
な
り
.
(
質



誉
1
 
-
9
注
引
宋
明
帝
『
文
章
志
』
)

C
(
謝
玄
は
)
神
理
明
俊
に
し
て
'
微
言
を
善
く
す
。
(
言
語
7
8
注
引

『
謝
車
騎
家
伝
』
)

な
お
へ
「
微
言
」
は
仏
に
も
用
い
る
。

C
阿
批
串
云
心
は
'
三
蔵
の
要
領
へ
詠
歌
の
微
言
な
り
.
(
文
学
6
4
注
引

遠
法
師
『
阿
批
雲
鈷
』
)

「
名
理
」
と
は
『
易
老
』
の
理
法
・
哲
理
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の

理
法
・
哲
理
は
「
名
」
家
の
よ
う
に
論
理
的
で
あ
る
が
ゆ
え
に
へ
「
名

理
」
と
名
づ
け
た
の
で
あ
ろ
う
。

「
玄
遠
」
は
『
易
老
』
　
の
内
実
を
い
う
も
の
で
あ
る
。
『
易
老
』
　
の

a

t

H

ユ

内
実
は
'
「
玄
」
く
て
「
遠
」
い
と
認
識
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
玄
」

は
『
老
子
』
に
あ
る
語
で
'
第
〓
単
に
「
道
の
道
と
す
べ
き
は
常
の

道
に
非
ず
、
名
の
名
と
す
べ
き
は
常
の
名
に
非
ず
。
名
無
し
、
天
地

の
始
め
に
は
。
名
有
り
'
万
物
の
母
に
は
。
故
に
常
に
無
欲
に
し
て

以
っ
て
其
の
妙
を
観
へ
常
に
有
欲
に
し
て
以
っ
て
其
の
徴
を
観
る
。

此
の
両
者
は
、
同
じ
-
出
で
て
名
を
異
に
L
へ
同
じ
く
之
を
玄
と
謂

ふ
。
玄
の
又
た
玄
'
衆
妙
の
門
」
と
あ
り
へ
「
遺
」
を
「
玄
」
と
す
る
。

王
弼
は
こ
れ
に
「
玄
と
は
冥
な
り
。
黙
然
と
し
て
有
る
無
さ
な
り
。

(
略
)
是
の
名
は
則
ち
之
を
矢
へ
ば
遠
し
。
故
に
玄
の
又
た
玄
と
日

ふ
な
り
」
と
注
す
る
。

五
　
「
風
流
者
」

「
清
吉
」
「
名
理
」
「
玄
遠
」
お
よ
び
「
道
」
「
簡
」
「
高
」
「
遠
」
「
談
」
な

ど
の
語
を
と
り
あ
げ
て
説
い
た
が
'
こ
れ
は
す
べ
て
『
易
』
『
老
荘
』

と
深
-
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
と
結
論
し
た
。
本
節
で
は
こ
れ
ら
の

語
が
集
中
的
に
用
い
ら
れ
る
人
物
を
貌
・
西
普
・
束
害
よ
り
各
一
条

紹
介
す
る
。

功
の
一
条
に
み
え
る
の
は
'
停
職
・
苛
粂
・
斐
微
で
あ
る
o

A
侍
椴
は
善
-
虚
勝
を
言
ひ
'
荷
条
は
談
ず
る
に
玄
遠
を
尚
ぶ
。
共

に
語
り
、
争
ひ
て
相
ひ
喰
ら
ざ
る
こ
と
有
る
に
至
る
毎
に
へ
斐
翼

州
(
斐
微
)
は
二
家
の
義
を
釈
き
'
彼
我
の
懐
を
通
じ
、
常
に
両

橘
を
し
て
皆
な
得
て
、
彼
此
倶
に
暢
ば
し
む
。
(
文
学
9
)

(
侍
)
椴
は
嘗
て
才
性
同
異
を
論
ず
。
(
同
上
注
引
『
貌
志
』
)

(
樽
)
蝦
は
既
に
治
に
達
し
正
を
好
む
も
'
清
理
識
要
有
り
。
好

T

　

・

b

と

　

　

　

　

　

　

　

_

ん
で
才
性
を
論
ず
る
は
'
原
本
精
微
に
し
て

能
く
之
に
及
ぶ
も

の
鮮
し
。
(
同
上
注
引
『
博
子
』
)

(
荷
)
条
は
能
-
玄
遠
を
言
ふ
。
(
同
上
注
引
『
粂
別
伝
』
)

(
萄
)
条
は
太
和
の
初
め
京
呂
に
到
り
'
侍
蝦
と
談
じ
、
名
理
を

善
-
す
。
而
し
て
条
は
玄
遠
を
尚
ぶ
。
(
同
上
注
引
『
粂
別
伝
』
)

襲
使
君
(
装
微
)
は
高
才
逸
度
有
り
0
善
く
玄
妙
を
言
ふ
な
り
。
(
同

上
注
引
『
管
略
伝
』
)

西
晋
の
一
条
は
王
澄
と
衛
枠
で
あ
る
。

B
王
平
子
(
王
澄
)
は
遁
世
に
し
て
岱
才
有
り
、
推
服
す
る
所
少
さ

も
へ
衛
紬
の
言
を
聞
-
毎
に
へ
軌
ち
歎
息
し
て
絶
倒
す
。
(
賞
誉
4
)

(
捕
)
軸
は
少
-
し
て
名
理
有
り
'
善
く
荘
老
に
通
ず
。
狼
邪
の

王
平
子
(
王
澄
)
は
高
気
畢
せ
ず
、
遁
世
に
し
て
独
り
倣
る
。
鉛

の
㍊
っ
'
'
¥
'
r
豆
蝣
)
_
,
・
蝣
　
'
-
i
'
"
K
に
王
-
,
 
'
・
'
r
i
i
、



に
絶
倒
す
。
前
後
三
た
び
聞
き
、
之
が
為
に
三
た
び
倒
る
。
時
人

遂
に
日
は
く
'
衛
君
道
を
談
ず
る
に
も
平
子
三
た
び
倒
る
と
。
(
同

上
注
引
『
翰
別
伝
』
)

王
燈
へ
字
は
平
子
。
達
識
有
り
.
(
徳
行
2
 
3
注
引
『
普
請
公
賛
』
)

東
雷
の
1
条
は
王
濠
で
あ
る
。

C
余
(
孫
締
)
は
少
く
し
て
老
荘
の
道
を
慕
ひ
も
其
の
風
流
を
仰
ぐ

こ
と
久
し
。
(
言
語
8
 
4
注
引
「
遂
初
賦
鉱
」
)

C
沓
予
(
孫
締
)
と
公
(
頗
亮
)
と
は
'
風
流
帰
を
同
じ
く
す
o
(
方

正
4
 
8
注
引
『
締
集
』
載
「
謙
文
」
)

C
没
は
性
和
暢
に
し
て
'
清
吉
を
能
く
す
。
道
を
談
じ
て
理
中
を
丸
山

訓
へ
矧
は
u
廿
会
す
る
有
り
.
古
賢
を
商
零
し
'
朗
黙
の
際
へ
辞

旨
勘
令
へ
往
往
に
し
て
剖
岬
矧
矧
引
o
(
裳
誉
1
-
3
注
引
『
王
浸
別
伝
』
)

さ
て
'
「
活
言
」
「
名
理
」
「
玄
遠
」
の
『
易
』
や
『
老
荘
』
に
通
暁
す

る
こ
と
す
る
こ
と
を
「
風
流
」
と
い
う
。

C
花
授
章
(
花
寧
)
は
王
刑
州
(
王
枕
)
を
謂
ふ
'
卿
の
風
流
作
間
望

刷
へ
真
に
後
来
の
秀
な
り
と
。
(
賞
誉
畑
)

C
王
(
爽
)
答
へ
て
日
は
く
'
風
流
の
秀
出
な
る
は
'
臣
は
(
王
)

恭
に
如
か
ず
。
忠
孝
な
る
は
亦
た
何
ぞ
以
っ
て
人
に
仮
る
ぺ
け
ん

や
と
。
(
方
正
6
 
4
)

C
祖
父
は
　
(
王
)
濠
へ
　
司
徒
左
長
史
な
り
。
風
流
の
標
望
あ
り
。
(
徳

行
4
4
注
引
用
祇
『
隆
安
記
』
)

C
(
王
)
濠
は
神
気
活
詔
な
り
。
十
余
歳
に
し
て
'
放
過
に
し
て
軍

せ
ず
。
弱
冠
に
し
て
検
尚
、
風
流
雅
正
な
り
。
外
は
栄
競
を
絶
ち
'

内
は
私
欲
寡
な
し
。
(
言
語
6
 
6
注
引
『
王
長
史
別
伝
』
)

C
凡
そ
風
流
を
称
す
る
者
は
、
皆
な
王
(
堤
)
・
劉
(
快
)
を
挙
げ

て
宗
と
為
す
。
(
品
藻
3
6
注
引
徐
広
『
書
紀
』
)

C
是
に
於
い
て
大
い
に
頗
(
義
)
が
唯
に
風
流
な
る
の
み
に
非
ず
、

兼
ね
て
治
実
有
る
を
歎
ず
.
(
倹
蛮
8
)

ま
た
、
そ
の
人
を
「
風
流
者
」
と
い
う
。

C
　
(
般
)
浩
は
能
く
理
を
言
ひ
'
談
論
は
精
微
に
し
て
'
老
易
に
長

ず
。
故
に
風
流
者
は
皆
な
之
を
宗
帰
す
。
(
賞
誉
8
6
注
引
『
中
興

書』)

C
(
戴
達
は
)
少
く
し
て
清
藻
有
り
。
惜
和
に
し
て
適
任
へ
劉
真
長

(
劉
佼
)
　
の
知
る
所
と
為
る
。
性
は
既
に
快
暢
、
生
を
娯
し
む
に

泰
ら
か
な
り
。
好
ん
で
琴
を
鼓
し
、
善
く
文
を
属
る
。
尤
も
遊
燕

を
楽
し
み
'
多
く
矧
川
風
猟
矧
と
遊
ぶ
。
談
ず
る
者
は
其
の
通
隠

を
許
す
。
屡
J
～
徴
命
を
辞
し
、
遂
に
高
尚
の
称
を
箸
は
す
。
(
雅
量

3
4
注
引
『
普
安
帝
紀
』
)

ま
た
へ
「
風
流
之
冠
」
と
も
「
風
流
名
士
」
「
名
士
風
流
」
と
も
い
う
。

C
(
王
)
献
之
は
文
義
並
び
に
長
ず
る
所
に
非
ず
。
而
る
に
能
-
其

は

し

い

ま

ま

　

　

　

　

　

　

_

の
勝
会
を
撮
る
。
故
に
名
を
一
時
に
把
に
L
へ
風
流
の
冠
と
為
る
。

(
品
藻
7
7
注
引
『
続
普
陽
秋
』
)

C
成
和
中
へ
丞
相
の
王
公
(
王
導
)
は
教
し
て
日
は
く
'
衛
洗
馬
(
衛

14

C
(
局
)
顔
は
風
流
才
気
有
り
.
少
く
し
て
名
を
知
ら
る
.
(
言
語
3

注
引
『
普
陽
秋
』
)

紛
)
は
当
に
改
葬
す
べ
し
.
此
の
君
は
風
流
名
士
に
し
て
'
海
内

<

の
把
る
所
な
り
.
薄
葬
を
憎
め
て
以
っ
て
旧
好
を
敦
-
す
べ
L
と
。

(
傷
逝
6
)



C
人
有
り
て
蓑
侍
中
(
芸
格
之
)
　
に
問
ひ
て
日
は
く
'
股
仲
堰
は
韓

康
伯
に
何
如
と
。
答
へ
て
日
は
-
'
義
理
得
る
所
の
優
劣
は
'
乃

ち
復
た
未
だ
弁
ぜ
ず
。
然
る
に
門
庭
番
寂
へ
居
然
と
し
て
名
士
風

刺
矧
か
矧
叫
へ
股
は
韓
に
及
ば
ず
と
。
(
品
藻
8
1
)

「
風
流
名
士
」
「
名
士
風
流
」
か
ら
知
れ
る
よ
う
に
'
「
風
流
者
」
は

「
名
士
」
と
も
い
い
へ
ま
た
「
名
斑
」
「
名
流
」
「
名
勝
」
へ
あ
る
い
は

「
談
士
」
「
談
者
」
「
能
言
之
人
」
と
も
い
う
。

A
曇
は
清
吉
を
能
-
し
て
'
当
時
の
権
勢
な
り
.
天
下
の
談
士
、
多

-
之
を
宗
尚
す
。
(
文
学
6
注
引
『
文
章
叙
録
』
)

C
(
般
融
は
)
象
不
尽
意
へ
大
賢
須
易
論
を
著
は
し
へ
理
義
精
微
に

a
i
t

し
て
、
談
者
は
駕
を
称
す
。
(
文
学
7
4
注
引
『
中
興
書
』
)

C
初
め
(
竺
)
法
汰
の
北
よ
り
来
た
る
に
未
だ
名
を
知
ら
れ
ず
。
王

領
軍
(
王
拾
)
之
を
供
養
す
。
与
に
周
旋
し
て
行
き
へ
矧
矧
功
謝

-

サ

J

-

A

吋
来
往
す
る
毎
に
へ
概
ち
与
供
に
す
.
(
略
)
此
に
因
り
て
名
遂
に

重
ん
ぜ
ら
る
。
(
貿
誉
3
)

C
謝
太
停
(
謝
安
)
は
真
長
(
劉
佼
)
　
に
語
る
、
阿
齢
(
王
胡
之
)

こ

と

さ

ら

　

　

　

ま

一

ノ

は
此
の
事
に
於
い
て
へ
故
に
太
だ
属
し
-
せ
ん
と
欲
す
と
。
劉
日

A
(
鍾
)
敏
は
(
夏
侯
)
玄
の
名
士
な
る
を
以
っ
て
へ
節
高
く
し
て

屈
す
べ
か
ら
ず
。
(
方
正
6
往
引
『
世
語
』
)

B
当
時
の
名
士
へ
王
(
柄
)
・
斐
(
過
)
　
の
子
弟
悉
く
集
ま
る
o
郭

子
玄
(
郭
象
)
は
坐
に
在
り
て
'
挑
み
て
生
と
談
ず
o
(
文
学
l
)

B
(
王
済
は
)
乃
ち
咽
然
と
し
て
歎
じ
て
日
は
く
'
家
に
矧
封

吋
へ
三
十
年
な
る
も
知
ら
ず
と
。
(
賞
誉
1
7
)

B
王
大
尉
(
王
桁
)
は
眉
子
(
王
玄
)
に
問
ふ
。
汝
の
叔
は
矧
封
な

り
。
何
を
以
っ
て
相
ひ
推
重
せ
ざ
ら
ん
と
。
眉
子
日
は
く
'
何
ぞ

は
-
'
亦
た
名
士
の
高
操
な
る
者
な
ら
ん
と
。
(
賞
誉
a
)

C
丞
相
の
王
導
は
名
士
時
賢
を
辞
し
て
'
中
興
を
協
賛
せ
し
む
。
(
任

誕
3
 
2
注
引
『
王
濠
別
伝
』
)

c
宝
武
(
桓
温
)
は
矧
矧
矧
を
集
め
て
易
を
講
じ
へ
日
に
1
卦
を
説

く
。
(
文
学
2
 
9
)

15

名
士
に
し
て
終
日
妄
語
す
る
こ
と
有
ら
ん
と
。
(
軽
話
-
)

B
李
平
陽
(
李
重
)
は
秦
州
(
李
桑
)
の
子
な
り
。
中
夏
の
名
士
に

u
i
J
へ
時
に
干
い
て
以
っ
て
王
夷
甫
(
王
桁
)
に
比
せ
ら
る
.
(
賢

媛
1
7
)

B
劉
令
言
(
劉
納
)
始
め
て
格
に
入
り
へ
矧
劃
を
見
て
歎
じ
て
日

は
-
、
王
夷
甫
(
王
桁
)
は
太
だ
鮮
明
な
り
。
(
略
)
杜
方
叔
(
杜

育
)
　
は
長
を
用
ふ
る
に
拙
L
と
。
(
品
藻
8
)

C
孫
興
公
(
孫
締
)
へ
許
玄
度
(
許
諭
)
は
皆
な
1
時
の
名
流
な
り
。

(
品
藻
6
 
1
)

C
謝
安
年
少
き
時
へ
院
光
禄
(
阪
裕
)
　
に
請
ひ
て
白
馬
論
を
道
は
し

む
.
(
略
)
駈
乃
ち
歎
じ
て
日
は
く
'
但
だ
矧
笥
叫
釧
刃
の
得
べ
か
ら

ざ
る
の
み
に
非
ず
。
正
に
索
解
の
人
も
亦
た
得
べ
か
ら
ず
と
。
(
文

学
2
4
)

も

C
荘
子
泊
遥
篇
は
旧
と
是
れ
難
き
処
な
り
O
矧
劃
矧
の
撹
味
す
べ
き

所
な
る
も
'
理
を
郭
(
象
)
・
向
(
象
)
　
の
外
に
抜
く
こ
と
能
は

ず
O
支
道
林
(
支
遁
)
は
白
馬
寺
の
中
に
在
り
て
'
鵜
太
常
(
梶

懐
)
と
語
り
へ
因
り
て
冶
遥
に
及
ぶ
。
(
略
)
皆
な
是
れ
諸
名
賢
の

之
を
尋
味
し
て
得
ざ
る
所
な
り
。
後
に
遂
に
支
の
理
を
用
ふ
。
(
文



学
3
2
)

C
法
師
(
支
遁
)
　
十
地
を
研
す
れ
ば
'
則
ち
十
住
に
頓
悟
す
る
を

知
り
へ
荘
周
を
尋
ぬ
れ
ば
'
則
ち
聖
人
の
沿
遇
を
弁
ず
.
当
時
の

矧
矧
叫
へ
成
な
其
の
音
旨
を
味
は
ふ
。
(
文
学
3
6
注
引
『
支
法
師

伝』)

C
(
謝
)
安
は
能
-
洛
下
書
生
詠
を
作
す
も
'
少
-
し
て
弟
疾
有
り
'

ま

語
音
観
る
。
後
に
創
動
多
-
其
の
詠
を
生
ぬ
る
も
'
能
く
及
ぶ
こ

と
芙
く
'
手
も
て
弟
を
掩
ひ
て
吟
ず
O
(
雅
i
-
1
C
M
注
引
宋
明
帝
『
文

止
4
r
心
]
)

C
頗
亮
・
周
顕
・
桓
舞
は
l
代
の
名
士
な
り
。
l
た
び
和
尚
に
見
ゆ

る
や
'
衿
を
披
き
契
を
致
す
。
(
裳
誉
4
8
注
引
『
高
坐
伝
』
)

○
(
義
)
宏
は
夏
侯
太
初
(
夏
侯
玄
)
・
何
平
叔
(
何
宴
)
・
王
捕

嗣
(
王
弼
)
を
以
っ
て
正
始
の
名
士
と
為
す
。
駈
嗣
宗
(
院
籍
)

・
和
叔
夜
(
和
頗
)
・
山
巨
源
(
山
岳
)
・
向
子
期
(
向
秀
)
・

劉
伯
倫
(
劉
伶
)
・
駈
仲
容
(
阪
成
)
・
王
溶
沖
(
王
戎
)
を
矧

林
の
名
士
と
為
す
o
斐
叔
則
(
斐
糖
)
・
楽
彦
輔
(
楽
広
)
・
王

夷
甫
(
王
桁
)
・
頗
子
嵩
(
頗
凱
)
・
王
安
期
(
王
応
)
・
院
千

里
(
阪
階
)
・
衛
叔
宝
(
衛
扮
)
・
謝
幼
輿
(
謝
鰹
)
を
判
酬
叫

矧
封
と
為
す
。
(
文
学
9
4
劉
孝
標
注
)

「
正
始
の
名
士
」
「
竹
林
の
名
士
」
「
中
朝
の
名
士
」
を
列
挙
す
る
最

後
の
資
料
は
'
蓑
宏
の
『
名
士
伝
』
で
あ
る
.
『
普
雷
』
蓑
宏
伝
に
は

『
竹
林
名
士
伝
三
巻
』
を
著
わ
し
た
と
あ
り
、
『
暗
君
』
経
籍
志
二
に

は
蓑
敬
仲
按
の
『
正
始
名
士
伝
三
巻
』
、
劉
義
慶
按
の
『
江
左
名
士

伝
一
巻
』
へ
　
撰
者
不
詳
の
　
『
海
内
名
士
伝
一
巻
』
を
著
録
す
る
。

こ
れ
ら
の
『
名
士
伝
』
は
「
風
流
者
」
の
伝
記
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
が
'
「
風
流
」
お
よ
び
「
名
士
」
に
属
す
る
諸
語
が
東
書
に
至
っ

て
集
中
的
に
現
わ
れ
る
の
は
、
上
抱
の
語
例
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ

る
。お

わ
り
に

本
稿
で
は
'
「
清
言
」
「
名
理
」
「
玄
遠
」
お
よ
び
　
「
道
」
「
簡
」
「
高
」

「
遠
」
「
談
」
の
語
が
『
易
』
や
『
老
荘
』
、
あ
る
い
は
仏
と
も
か
か
わ

り
、
魂
の
こ
ろ
よ
り
西
晋
を
経
て
'
東
晋
風
潮
の
重
要
語
と
な
る
過

程
に
つ
い
て
、
資
料
を
列
挙
し
説
明
し
た
。
こ
の
こ
と
は
『
続
晋
陽

秋
』
　
に
次
の
よ
う
に
い
う
条
と
符
合
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
'
稿
を

閉
じ
る
。

正
始
中
、
王
弼
・
何
史
は
'
荘
老
玄
勝
の
談
を
好
み
て
'
世
遂
に

こ
れ環

を
責
ぶ
。
江
を
過
ぐ
る
に
至
り
へ
仏
理
尤
も
盛
ん
な
り
。
故
に

郭
瑛
の
五
言
は
'
始
め
て
道
家
の
言
を
会
合
し
て
之
を
電
す
。
(
許
)

諭
及
び
太
原
の
孫
縛
は
'
転
た
相
ひ
祖
尚
す
。
又
た
加
ふ
る
に
釈

氏
三
世
の
辞
を
以
っ
て
L
へ
而
し
て
詩
騒
の
体
は
尽
き
ぬ
。
諭
・

緯
迫
び
に
一
時
の
文
宗
為
り
。
此
れ
自
り
作
者
悉
く
之
を
休
す
。

(
文
学
8
5
注
引
)

(
広
島
大
学
)
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